












 

図３：固定子の位置と大きさの比較 

固定子の電子顕微鏡像に PomBC の構造を当てはめ、べん毛基部体の電子顕微鏡像と共

に表示。OM, PG, IM は、それぞれ外膜、ペプチドグリカン層（細胞壁）、内膜（細胞

膜）を示す。この構造のままでは、PomBC 部分はペプチドグリカン層（細胞壁）に届

かない。白矢印で示した方向に伸びる必要がある。 



 

図４：モーターへの組み込みに伴う固定子の構造変化モデル。 

(A) 構造変化の模式図。(B) 構造変化のイラスト図。固定子がモーターに組み込まれ

ると、PomBC 部分が立ち上がるような構造変化を起こし、細胞壁に結合する。モータ

ーから外れているときは、しゃがんだような構造になり、細胞壁に届かないため、細

胞壁に結合せずに細胞膜上を自由に移動する。 

 


